
「
対
馬
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
に
よ
り
、
10
月
１
日
付
け
で

岩
佐
俊
彦
さ
ん
が
市
長
補
佐
官
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
は
平
成
18
年
10
月
１
日
か

ら
の
３
年
間
で
対
馬
市
観
光
商
工

部
に
所
属
し
、
企
業
誘
致
・
観
光

振
興
を
担
当
し
ま
す
。

　
岩
佐
さ
ん
は
上
県
町
佐
須
奈
出

身
の
54
歳
。
大
手
旅
行
代
理
店
の

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）
に

32
年
間
勤
務
し
、
提
案
型
企
画
旅

行
の
販
売
を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、

サ
イ
パ
ン
で
の
８
年
間
の
海
外
赴

任
も
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
岩
佐
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶

　
企
業
誘
致
は
雇
用
の
場
創
出
と

定
住
人
口
の
増
加
、
観
光
振
興
は

一
般
観
光
に
加
え
、
一
次
産
業
と

の
融
和
に
よ
る
体
験
観
光
と
産
業

観
光
を
促
進
し
て
流
動
人
口
の
増

加
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
大
変
重
要
な
役
目
を
担

当
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
役
目
を
果
た
す
に
は
、
在

籍
す
る
観
光
商
工
部
、
関
係
す
る

各
部
、
各
支
所
、
議
会
、
関
係
機

関
、
民
間
企
業
、
民
間
団
体
、
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
並
び
に
ご
支

援
が
無
け
れ
ば
達
成
で
き
る
任
務

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

2

●
平
成
18
年
度
対
馬
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
歳
入
歳
出
総
額
に
３
億
4
,

6

0
0
万
円
を
追
加
し
、
今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
が
３
３
９
億

4
,

9
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
馬
市
一
般
職
の
任
期
付
き
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定�　
特
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
つ

い
て
、
専
門
知
識
や
経
験
を
持
っ

た
民
間
人
を
任
期
付
き
職
員
と
し

て
採
用
す
る
も
の
で
す
。

●
対
馬
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

命
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
定
員
を
2
,

1
0

0
人
か
ら
1
,

9
0
0
人
に
削
減

し
ま
し
た
。

●
対
馬
市
厳
原
自
動
車
教
習
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
教
習
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者

に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

　
同
管
理
者
に
（
株
）
ま
ち
づ
く

り
厳
原
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
は
平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
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　平成18年第３回対馬市議会定例会が９月19日から28日

までの会期で開会され、平成18年度対馬市一般会計補正予

算（第３号）など28件の議案が可決され、請願１件、陳情

２件が採択されました。�

平成18年　第3回�

対 馬 市 議 会 定 例 会�

　
対
馬
の
振
興
や
活
力
あ
る
島
づ

く
り
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
機
関

と
し
て
昨
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た

「
対
馬
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京

会
議
」
の
第
５
回
目
の
会
合
が
、

９
月
４
日
、
美
津
島
町
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
開
催
さ
れ
る
の
は
昨
年

の
11
月
以
来
２
回
目
で
、
会
合
に

は
市
長
の
ほ
か
、
市
が
委
嘱
し
た

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
有
識
者
８

名
の
委
員
中
、
５
名
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
観
光
交
流
の
振
興
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
の
主
な
提
言
内

容
と
し
て
、
「
観
光
交
流
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
市
、
民
間
レ
ベ

ル
い
づ
れ
で
も
よ
い
が
推
進
主
体

と
な
る
組
織
づ
く
り
が
ま
ず
必
要

で
あ
る
」
、
「
韓
国
に
近
い
と
い

う
こ
と
が
全
国
で
対
馬
だ
け
の
魅

力
に
な
る
。
日
韓
の
観
光
客
同
士

が
交
流
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

そ
の
こ
と
が
売
り
物
に
な
る
の
で

は
」
、
「
観
光
客
を
集
め
る
に
は
、

ま
ず
対
馬
の
住
民
が
外
に
出
て
集

ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
賑
わ
い

の
場
（
市
場
な
ど
）
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
今
後
２
回
開
催
予

定
で
、
来
年
２
月
の
最
終
回
を
も

っ
て
具
体
的
な
振
興
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
提
言
書
が
ま
と
め
ら
れ
、

市
長
へ
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。

活力ある島づくり方策へ向けて政策提言�
第５回対馬振興プロジェクト東京会議　開催�

　
任
期
付
き
職
員
に
採
用�

　
　
市
長
補
佐
官�

　
　
　
岩

佐

俊

彦
さ
ん�

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容�



　
厳
原
町
樫
根
在
住
の
廣
田
幸
雄

さ
ん
（
81
歳
）
が
、
全
国
少
年
補

導
功
労
者
表
彰
で
、
警
察
庁
長
官

・
全
国
少
年
補
導
員
協
会
長
連
名

の
少
年
補
導
栄
誉
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
少
年
の

非
行
防
止
、
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
廣
田
さ
ん
は
昭
和
58
年
以
来
、

少
年
補
導
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、

現
在
は
対
馬
南
地
区
少
年
補
導
員

連
絡
協
議
会
の
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
に
際
し
廣
田
さ
ん
は
、「
昭

和
58
年
当
時
と
比
べ
、
現
在
は
少

年
の
非
行
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

が
一
番
嬉
し
い
で
す
」
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
対
馬
市
の
国
民
保
護
計
画
の
作

成
へ
向
け
て
設
置
さ
れ
た
対
馬
市

国
民
保
護
協
議
会
の
平
成
18
年
度

第
1
回
会
議
が
８
月
30
日
、
対
馬

市
消
防
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
対
馬
海
上
保
安
部

を
は
じ
め
、
陸
・
海
・
空
の
自
衛

隊
、
対
馬
地
方
局
、
郵
便
局
、
九

州
電
力
（株）
、
市
及
び
消
防
本
部
な

ど
各
方
面
か
ら
選
出
さ
れ
た
42
名

の
委
員
中
、
38
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
会
議
で
は
同
協
議
会
の
松
村
良

幸
会
長
が
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
事
務
局
が
国
民
保
護
法

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て

協
議
会
の
運
営
要
領
、
対
馬
市
国

民
保
護
計
画
素
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

■
対
馬
市
国
民
保
護
計
画
と
は
　

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
16
年
９
月

の
「
国
民
保
護
法
」
の
施
行
に
伴

い
、
武
力
攻
撃
、
大
規
模
な
テ
ロ

等
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
住

民
の
避
難
や
救
援
な
ど
を
迅
速
・

的
確
に
行
え
る
よ
う
に
都
道
府
県

と
市
町
村
は
あ
ら
か
じ
め
作
成
し

て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
協
議
会
の
他
に
広
く

市
民
か
ら
意
見
を
募
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

計
画
の
調
整
を
行
い
、
県
と
の
協

議
の
の
ち
平
成
19
年
２
月
に
は
計

画
を
決
定
。
３
月
に
は
市
議
会
へ

報
告
、
一
般
へ
の
公
表
を
行
う
予

定
で
す
。

　　
防
災
の
日
の
９
月
１
日
、
「
想

定
対
馬
地
震
に
お
け
る
災
害
対
策

研
究
会
」
が
市
消
防
本
部
で
実
施

さ
れ
、
県
地
方
局
を
は
じ
め
、
南

警
察
署
、
海
上
保
安
部
、
陸
上
自

衛
隊
、
市
及
び
消
防
本
部
の
６
機

関
の
関
係
者
約
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
関
係
機
関
の
連

絡
通
報
の
手
順
の
確
認
や
災
害
時

の
対
処
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
出
来

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
研
究
会
で
は
、
２
０
０
６
年
９

月
１
日
、
午
前
10
時
頃
に
対
馬
西

岸
沖
３
km
の
海
上
で
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
6.0
の
地
震
が
発
生
し
、
豊
玉

町
水
崎
地
区
で
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
情
報
収
集
の
あ

り
方
や
海
上
か
ら
の
救
助
活
動
に

つ
い
て
な
ど
、
各
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
割
り
当
て
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
20
日
に
発
生
し
た
福

岡
県
西
方
沖
地
震
で
は
、
対
馬
で

も
震
度
４
を
記
録
す
る
な
ど
改
め

て
地
震
の
怖
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ

た
だ
け
に
、
発
表
に
も
熱
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
《
９
月
》

１
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
久
田
）

２
日
＝
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
開
校
式

４
日
＝
入
札
監
視
委
員
会
、
対
馬

　
　
　
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京

　
　
　
会
議

５
日
＝
バ
リ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
対
馬

　
　
　
展
視
察
　
　
　
（
福
岡
）

６
日
＝
市
政
説
明
会
　
（
一
重
）

８
日
＝
市
政
説
明
会
（
千
尋
藻
）

９
日
＝
対
馬
空
港
ま
つ
り

10
日
＝
老
人
ク
ラ
ブ
厳
原
支
部
ゲ

　
　
　
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

13
日
＝
厳
原
管
内
90
歳
以
上
の
方

　
　
　
へ
の
記
念
品
贈
呈

15
日
＝
陸
自
新
隊
員
課
程（
後
期
）

　
　
　
教
育
終
了
式

19
〜
28
日
＝
第
3
回
対
馬
市
議
会

　
　
　
定
例
会

26
日
＝
定
例
記
者
発
表

27
日
＝
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

　
　
　
ツ
大
会
、
四
季
の
会

29
〜
30
日
＝
外
務
省
訪
問（
東
京
）
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国
民
保
護
計
画
の�

　
　
　
　
作
成
へ
向
け�

対
馬
市
国
民
保
護
協
議
会  

開
催�委員へ委嘱状を手渡す松村市長�

９
月
１
日
（
防
災
の
日
）�

災
害
対
策
研
究
会
を
開
催�

　
　
対
馬
で
の
地
震
対
策
を
研
究�

災害対策研究会の様子�

全
国
少
年
補
導
功
労
者
表
彰�

金
章
を
受
賞�

 

廣
田
幸
雄
さ
ん（
厳
原
町
）�


